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1）「Y（｝kohama 　National　University

Concerns　about 　environ 皿 ental 　issues　and 　good 　bUilding　design　have　given 　rise　to　new 　ter皿 s　such 　as
‘Green 　Buildings’

or
‘Sustainable　Bu皿dings’．　In　the　architecture 　field，　various 　tools　used 　to　evaluate 　the

‘

green ・ness
’

of 　a　building　have 　been　developed： Build血 g　Research 　Estabhshment　EnVironmental
Assessment　Method （BREEAM ） ，

BREEAM ・Canada ，　Hong 　Kollg　Bu 且ding　Research　 Establishment
Environmental　Assessment　Method （HK ・BEAM ），　GBTool，　Leadership　in　Energy 　and 　Environmental
De8ign （LEED ）．　This　paper （liscusses　and 　evaluates 　Green　Bu 且ding　evaluation 　tools，　Our 　previous

research 　deflned　a 　green 　buiding 　as 　a 　good　balanced　building　in　ter皿 s　of 　energy 　efficiency ，　low　i皿 pact　on

the　environ 皿 ent ，　and 　enVironmental 　comfort ．　In　this　report 　we 　analyzed 　quantitative 　numerical 　items

from　an 　of 　the　evaluation 　items．　Thi8　paper　w 且l　present　information　about 　standard 　and 　numerical

values 　used 　in　these　Green　Building　evaluation 　tools，

　近年、地球環境に 対す る関心 が高 くなる に つ れ 、

建築の 分野で も地球環境へ の 負荷が少な い 建 物と し

て グリーン ・ビ ル と い う言葉 をしば しば聞 くよ う に

な っ た。こ の グリ
ー

ン ・ビル を評価する ため の 評価

ツ
ールや 認証シ ス テ ム、ガイ ド、チ ェ ッ ク リス ト、

ラベ ル、ソ フ トウェ ア 、などが こ の 10 年間色々 な

国で 開発 され 、実施されて い る。我 々 はこ の 世界で

開発され、実施 され て い る グリ
ー

ン ビル評価ッ
ー

ル

全般を調 査し、整理す る こ と によ っ て 、グリーン ビ

ル と は 、「エ ネル ギー効率 」、「地球環境 へ の 低 負

荷」、「室内の快適性」 の 主に 3 つ に配慮して い る建

物である と結論 した。1》

　本報で はそ の評価ツ
ールの評価項 目の 詳 し い 内容

を分析 した。そ れによ りグリー
ン ビルを実現 させ る

ために具体的に ど の よ うな努 力が行なわれ て いるか

を知る ことがで きると考えたためで ある 。

　今回分析対象と した評価法は
一般的に良く知 られ

て お り、 評価内容が比較 的公開され て いる GBTool 、

BREEAM 、　 HK 　BEAM 、　 BREEAM 　Canada、
　 LEED で

あり、こ の 中に は住居用 評価法が開 発されてない 評

価法があるため、オフ ィ ス評価法の み を分析対象 と

した。また、評価項 目に は定性的な もの と定量的な

もの が あるが 、今回は客観的分析が容易な定量的評

価項目 の み を抽出した 。

　 Table　l に海外 の主な 19 の 評価法 とそれ らの 評価

項 目を示す。 こ の 中か ら今 回 は 5 つ の 評価法 に 的

を絞 っ た 。 以下 にそ の 5 つ の ツ
ー

ル の簡略な概 要

を述べ る 。

■ GBTool
　「科学者・設計者 ・施工 者に対 して 国際的な場で グ

リ
ーン ビル の 総合的な性能及びそれ による効用の 進

歩の 状況 を知 らせ 、 また建物の 性能評価手法 を開発

して施行 しその 結果を公表する こ と」を 目標 とし て 、

カナダ政府資源庁の 呼びかけに より 14 ヶ 国が参加

した 国際的な取 り組み で ある GBC ’g8 が開かれた 。

そ こ で 「国 ・地 域 ・建物の 特性 に適 したよ うに 評価方

法 を変形 す る こ とが で き る グ リ
ーン ビル の 設計指

針」 を 目標と して GBTbol が開発された。評価対象

は新築・既設事務所 ビ ル 、学校建築、集合住 宅で あ

る。GBC ’98 の 参加国 は、日本以外 は欧米諸国で あ

っ た が 、今 年 才 ラ ン ダで 開催が予 定 されて い る

Sustainable　Building　2000 （GBC 　2000）にはオ
ー

ス ト

ラ リア 、チ リ、香港、韓国、南ア フ リカが加入す る

予定で あ り，さ らに国際的な取 り組 み となる。

■ BREEAM
　建物 と建設 、火災 の 防止 ・監視に 関 して 研 究す る

機関で ある BRE （Building　Research　Establishment）

と、 エ ネルギーと環境の コ ンサル タン トで ある ECD

Energy　and 　Environmentによ っ て 1990年 にイギリス

で初版が開発 された 。
「所有者 ・居住者・設計者・運営

者の環境配慮 の 自覚を高め、法律よ りも厳 しい基準

を定め て 最 良の 設計 ・運営 ・維持 ・管理 を奨励する 、

そ してそれ らの 建物を区別 し認識させ る こと」 を目

的 と して い る。これ を基 として カナダ （BREEAM

Canada）、香港 （HK −BEAM ）、ニ ュ
ージー ラン ド

（Green　Home 　Scheme）、ノル ウ ェ
ー、シ ンガポー

ル な どに も広が っ た 。 評価対象は新築・既設事務所

ビル 、新築住宅、新築工場、新築大規模店舗で ある。

■ HK −BEAM

　REDA （the　Real　Estate　Developers　Association＞ と

HKPU （the　Hong 　Kong 　Polytec  ic　University）によ

っ て 1996 年に香港で BREEAM を基 に開発 された 。

新築 ・既設 事務所 ビル 、新築居住建物 を対象とする 。

■ BREEAM 　Canada

　BRE と E（D 　Energy　and 　Environment　Canada に よ

っ て 1996 年 に カナダで 開発され た。評価対象は既

設事務所ビル で ある 。
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■LEED

　建築産業の あ らゆる分野か ら の代表で 構成され る

U ．S．　Green　Building　Cou皿cil に よ っ て 1996年に ア メ

リカ で 開発された。グリ
ー

ン ビル の 決定的な基準 を

提供す る こ と を 目的と して い る。評 価対象は新築 ・

既設 商業建築 、 公共建築 、 高層居住建築で あ る。

　Table2 は こ れ らの 五 つ の評価法の 評価項 目 の 中か

ら定量的なもの の み を抽出 した も の で ある。 5 つ の

評価手法の定量的評価項 目を比較 して み た結果、定

量的項 目は主 に室内環境、資源、敷地、交通に関す

る項 目 に見 られた 。 GBTool は全評価項目数が 多い

た め定量的評価項 目も多く細かな内容とな っ て い る 。

また、国別参照建物と の 比較項 目まで含め る と そ の

数 はよ り多 くなる 。

一
方 、BREEAM 　 Canada 、

HKBEAM は 全評価項目数が少な い た め定量 的項目

も 少 な か っ た 。 LEED は 約 半 分 、　 BREEAM 、

BREEAM 　 Canada 、　 HKBEAM は全評価項 目数 の

2 −・4 割ほ どが定量的な も の とな っ て い る 。LEED 、

HKBEAM は ASHRHE な どの 既存の基準を採用 し

て い る項 目が多か っ た 。 LEED は騒音 に関 して 、

BREEAM 系は温熱環境 に関 して定量的項 目はなか

っ た 。

　定量的項 目は定性的項 目に比べ て 、制定 までかか

る時間 と努力が大きい と思われる 。 しか し 、 こ れ ら

グリ
ー

ン ・ビル 評価法は建物の環境性能評価 と い う

面以外に今の 段階で は ガイダ ン ス ・広報の 意味も大

きい と思 う。 そ の ような面か ら考え る と、定量的項

目は ユ
ーザに達成目標 を明確に提示 で きる と言う面

か ら有効で はな い か と思 われ る。

　なお 、 環境性能評価法は他の 性能評価法 と違 っ て 、

建物の 地 球環境 へ の 負荷がい か に少な い か を評価す

る 方法で は ある が 、室 内快適性の 問題 を軽視す ると

「不快で あ る が 倫理 的に 我慢す べ し亅 建物を作 る危

険性が ある と思 われ る。長 く使われ る グリ
ーン ビル

を作 る た め には室内の 快適性 と環境 へ の 低負荷の バ

ラ ン ス を取る こ とが 大事 だと思われ る 。

1）全 貞ユ ン他 ：海外の Green　Building評価ツ
ー

ル に 関する 動向調査　その 1・

そ の 2．日本建 築 学会 大 会 学術 講 演 梗 概集 、ppgl9 ・922，2000 年 9 月
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＜Table　2＞　5　Evaluation 　Tools　and 　Quantitative　Numerical　Ite皿s
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nOI 話to b・。k即 り ndI 。vd を超
wo 帥 1●OO えない （23〜7時 ）
8冊 ● 5 BS　4142．

nvironm 　nヒ 1
【ndoor 外部 騒奮．駆 蹊騒
noi80P 雨 at。　o翫 。．小金

臓凱 40dBL
嶋 跏 w

45dbL
鵬   齢

18r5BO慨 co45

幽 曝剛 。・
50db　 　 一

D酬 幽 n‘ of の n6t 　l6ttabbσf配 6 ・r●aの ’Li図htin1 【ESNAInto 丙併 ラン　 ：C泥 αol   」rLi 臨ht 匡 SNA の　　 　　マニ ュ アル こ　 い

wo 南ρboo 階に おい て外 壁から5m の と なくとも80覧が十分 に昼 光照 区 U φ価nπ Handboo 翫 II幽 n5loo 面 m 頭 ndo 翼80以 Pdlution て ある要求照 度レベ ル を超えない こと

画阻 85 ころで 執務空聞の 昼光 利用 明され てい る andVDTLi 副 n匡 上 （1AJB ） Ro6 甘ction  

緩珮境
が不可 能（−2L α駢 可能  ｝．
1．鶻可 能  ．錨可 能（5〕

に従う 設計 ：C 旧 SE 　Codo 伽

【nto 舳 u幽   ．
C旧 SELi 幽 n 騒

G 凵lde　LG7、C旧 SE

【Ilumlnatlon エ ネル 　ー消　 員 2  ／　程 視 界を保つ ため　 執穫空 D酬 1画 ■nd 主な軌務空間 の 75覧以上 で最抵ハ の

16vols嚠n 度の 照 明負荷〔  、15W／  程 が窓か ら最大 7mの 距離に Vl6w8 昼光を取り入れる（1）
WOrkpbce 度  ．1  ／  以下（5〕 ある 居住空 間の 9磯 以上から量色への視

か　、

Colour 主な執務空聞の 管球の 濆色
ro防di廿on 評価数 が 55以 下（−2）、65以

上 （ω．75以上（3）．85以上  

V槲bl61i区ht 価対象　物の 執務空聞に

tr8n8m，85 鑒  近い ガラ スの 可 視光透 過率

向otor が 25覧以下〔−2）、4胱  ）．　　　　　噛
ViSu81　gcoe33 平薗計 画と室 内の配 置が景

tO　O減 orlOr 色への 視野を制 隈し．輸務

机か ら外壁まで の 最大 距離
が 20m 以 上〔

−2）」 伽 （0）．
εm   、6m 

FIItr●ti  シス テム に ’
　 3　　 3  の 　　　 　　で Alr CSAhdoor 　81r し　　 ロ 「 察MlmmumASHRAE 　62一冊 99 の 　 　 　 　 　

鹽
por  mmoo 　in おける空気浄 化シ ス テム は、きる qualltyGUIdl 嚠n δ働 rqud5ty 上か ら50m 以上上 叭 Q する（必修 ）
HVAC 　3y 颱 而 5 比 色法 あるい は それ同等の M8n8ging　hdoor に ．取り入れ ロ と排 気 P3r  8nco

空気翼
効串で 15ミクロン粉塵粒子に

対して 25旡（−2＞の補集 効率で

AirQ 凵dity
フィルター：

ロ は 10以 上離れ てい

る、（ASHRAE 　62 ｝

ある930 駅0）．50駅の、50 駅5） ASHRAE 　St8nd8rd 換気串は 8  

52一ア642 ん ／ρ。r3。n 以 上 （No 舮

mkln

空 気取リ入れ ロと排出 ロ カ R 題don2DOBq ／m3 以下 HVACC 匚BSE 馴nd 日SR【A 零EnVlronmOnt 内 　煙の 禁止 により非 　煙看 力

10m以 上 雕れて いる sy5t ◎m 冨凵ldollno3 ．I　Tob8000 煙幕の 煙に さらされない ように する．
commis5i Smok8 あるい は舛に遭接排 気される喫煙所　10nln

曜
Con レ QI を設 ける。ASHRAE 　S 鰌 nd 魯rd ，29一

1997に よる喫煙所の 性能を契約書 あ

るい は コ ミ ッ シ ョ ン に含むこと。匸ら修〉

空調 機械通 気シス テム に少 【no 陪蠱80 機械型換 気建物では空気 交換効 率

なくとも3眠 の新鮮空 気が提 V ●賦 ll●tion が ASHRA 巨 St8們 d8rd　129−19971：決
供され る E仟●ctlvono33 められたα9以 上。自然換気 型違 粕で

は居住 時間の 9協 以上 で部屋 の 90覧
以上に空気 が流れること。 

M81卩ヒe鴫no6 翆　 　 の 　 通 Th8m81ASHRA 匚 St8nd● rd　55Pl992
80CO 幽 blo 適 範囲 より暑 い あるい は寒し Com   rし Addcn血 1995に従う。（1）
hdoor　thBrm81 時聞が 殴計上 1年聞の 執 癆

温麟瑠境 c   dltlon8 時 間の 1筋 以上〔
−2）、10覧以

上 （−1L 筋 以 上（  ．2、鶻 以 上

〔3L 常に快適範 囲 

M8hton8noo　o 曝房期を通して執務域相対
8co6pt8bl6 温 度を40− 7σ覧に維 持で 皆る

rolatlVO 設 計手 宏がない（O）取 り入れ
humid。ty　d凵m てい る（5）（ビル 管理法 に よ
he醜 n 　3088   る）
M81ntonono ●o ビル管理 法に よる
8600 幽 bl。
回 貳 i鴨
hmidity　6uゴng　，
D6dic8tod の ζ　 の　 　　

・ Gr ●on 　Gui60　to R ●cycl ， II　　 　　 2Fac 伽lity1 　　 　　 2Buildin 巴 の　　　　　 ・　 の 75覧

資材とリ
サイケル

rooyling

醜 or5 ‘6　mdh

●ndlln ‘8rO 肪

別 取り扱 い 殿儂 が ない （0）、1
  の保 管場所あたり利 用床
面 積が最 穴 1000〔1）．750〔3）．

Sp。じ1配 8tl。隠に従い 、
凵ppor 　Hpor　51ab 麁外壁辱　屋
根 ．窓 の 仕様 書で 30醫以上

昭 ofm8ton818  ／1σ00   σbrrecyolin

巳

m8t6ri81s

ノ1000  Ro凵56 袴で（1｝、10C備で（2）．さらに建物の 50覧

以上 外 皮
・
棒なしで（3｝

｛

MInlmum　u30 型 枠含　 につ い て 、懸 帯雨 既存 フ ァサードの 瓢 以 上力 R。cydGd 廃棄物 や副産物 の Constructloo 建設．廃　 ．　 地時廃　　 の 5096喜
o 「808rco 林 材の 劇減 が 35味 満（  、 再利 用 mat8h8135 餝 以上 含む壁 。床材 w 邸 to 活用で   、7脇 で〔2）（1 量で ）
m 賦 6nal3 邪 以上〔3）．5脳 以上〔5） の 5眠 以 上 明確 にす M即驫匚6mcnt

rOSOU 「CO5 Concr◎t88 駆 r6 騨 t6 ：

主要構 迭の 8   以上〔建 ROSOuroo 建簗材料 中リサ イクル ．あるい は菖

審積 で）が再 利用 Rouso 活用材料を眺 明示で（1）．10覧明示で

（2）
Ro6y61◎d 一般属活用材 料を最低 1 量平均で
Co 眺 Ont2 礦 、あるい は産粟リサイクル材料を

4α翫 を含め て総建築 材料の 25％ 以

上を明 記。（讐）
一般再活用材 料を最低 重量 平均で

2筋 、あるい は 産粟リサ イクル 材料を
  覧、を含めて欝建築材 料の 5磯 以上

を明記 。 
Loo81／R6顧on 半 径 500マ イル以内で製

「
された建

81M8 匙on818 筆材 斜の 少な くとも2磯 明 示 （1）
埴域 の材料の うち、500マ イル以内で

F ◎属tr●ctod ，h8n阻8tod ，　rooo 》6r6d された
もの を少なくとも5隣 明示 （1）

Cor哺 odFor ●8t 　StOward3hl口 COunOI嚊
Wood 即 iddino8公 認の 木材ベース の 材料

を少なくとも5 脇 使う（1）

一 199 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　
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幽h心 8 や

事 0：0nodG

幽 嘖on

眇賦 繊 loI

ODP 　 口の 　 　　 　 、一
却剤を使わない

O ♂onod

叩
1β蝕

on

　 　 　の QDP
ロ （1 ）、α06以 下

〔1〕

Ozonod
。pl醜 lon

　　　の ODP 　　 口

（2｝．003 以下 （τ｝

寧GFCRo
山 αtlon　hHVAC

＆ REuimn

HVAC ン ステ　でCFC へ
一

ス の

制の 使用ゼ ロ 、あるい は段階的撤去

（必修）

GO2 排出量O− 160（  〆 CarbonO 〜170（kg／ ／yr）

oo 念

〆y・）まで 15段階 dlDX嚠doom1
＄SI

まで 10 段 階

bαlur ρ1・  内 のburn。rの AcidNO 膩の排出量

囲0 竃 NQ 属誹出 量が 、1時 200．
　　　　旧

m 旧 200mg／kWh 以 下

予 測水消費量 10−20m ラ人

／年 ．5−9、5以下

W8tδro
  50rvot

ゆ n

　　で 6リ・ントルの

流水量の トイレ

W 飢 orE

田 c，o醜

L節 d ＄o叩 ln 匿

　　 　の
’
　　　　　　 、　　 い 1

水やリサイクル 水の 使用 により灌瓢

のための水遵水 の消 費を従来より

京 資ヨ
鵬 削減（1）
雨水あるい は r●Oゾolad 　51to 　watGr の

100曳使用 により従来の 水 道水を 1DO覧
削減 、あるいは永久 的湛瀧 シス テム

を設置しない 。（1〕
  nov8b 鴨 趁物汚水運搬 用として市力擾供する

W58tOw飢 6r 水 道水を最 低5儲削瀧 、あるい は第3一3

Slt6 以 下 の 　 　に 　 　　 　て 蒙い ニ　 ト巨fπCIO   y   に 　し　 　面 50　以　に 　　 　　てb
landu 珊 積 、地上の駐車矯、通路面 てい たか 、工 集目的に使わ Solo加 on ラスとに定鷹されてある第一農 寮地。

積の 合計が 同等（ω．1跳 以 れ てい た 40CFR 、P8rt5230−233、そして

上 少ない （1）．25覧以 上少ない P・rt22 ．あるい は 地方の法律などに

敷塘 （2）、35覧以上少ない（3）．45篤 よっ て 定臓され てい る湿地から

以上少ない⊂4）50晃以上少な 100 免 ot 以内．FEMA の 1GO隼恥 od ニ レ

い （5〕 べ一ションより5馳ot以 上低い敷地．
郊 外で は同 等 ．30．50．60 、 （1）
70BO96

Ro伽 God 　S ，to 緑地に対する土木 工事や擢　の除

DI就 urbanGO 去などを建 物から4恥 。t以内に収め
る。主 要幹線道路か ら5f66t以 内、漫
透性鷂装地域 から25F66t以 内。ある

いは、既に開髭された地域で空 き地

の 5筋 以上 の自然を回復させ る。（1＞
その 地 方の オ

ープン ス ベ ース 更求の

2舗 を越えることに より、建物．道路、
駐車場などを含む關兜の 足跡を削減

　 　 2

Pr。川m 嚠ty　to 公　　　　　　　 旅 m1 公　 　　 　へ50Dm 以 Tr8n8P5QOm 以　 1；’ぴ A陀●m8Uvo 通勘電瓢 より1／2マイル 以内．あるい

pub 」o 離れ てい る〔ω ．ビジ ネス 時間 で ．市の 中心 地 へ田 分間隔 o 院 とも 1つの バス
・路 Tr8nspor凵 ヒID は 2四 以上 の バ ス路 線から1／4マ イル

交避
tronspo 巾 tion に

一
般定期運転 されて い る

公 共交通椴 関が 500m （  、
で 行け る 面電車停 ．電車

地下鉄の駅 が あ
n 以内。（1）

屠住者の 駢 以 上 を収審 できる シ ャ

30Qm〔5）以内 の歩行距離 に り、ラツシュ 時に 15 ワ
ー

や 着習え室を含んだ 自転車置き一　　　　r　　　　　　　　　一
場を設置す る。〔1）

Pro冨嚠m 卩匙y　tg500m 以内に 何の商　もその 公 共交通網へ500m 以内 その 敷地の駐車 容量の3旨に代借燃
apprO 叩 8t6 他 の 惆人的サ ービスもない で ．主要 交通槻関 へ 30分間 籵ステ

ー
シ ョ ン を設置する。液体 ある

amonlUos 　ond （0）．400m 以内 （3）、近 隣 〔5）隔 で行 ける い はガス 燃料施設 は独立換気 される

か．最外に位置す ること．α）
LOG鱒 go5 ［

悟じtorS　thatmay
　o幵ootO

  m ●rGI81tmnspod

全種 類の 事務 所ビルサ 　
ー

トサ
ービスを供給するセン

ターから箪で 30分 以上の 距

離（ω、30分以内〔3）」 5分以

内（5）

駐皐場は その地 方の 最低要求 を超え
ない と同 時に ．鬱居住看 の 5、以 上 に

相 乗りを促進させる粧 取場所を提供

する。あるいは新しい駐 章スベ ースを

作 らないと同賻に、紐居住者 の髑以
us 跨8c 上 に 相乗りを促進させる駐車場所を

提 　す　．ω 一
Adequ 巳oy　of へて の 　 の 　 　　　35m ，　　 ・　　　　 へ の Le 尠 onolbCod60 「 Pra 己之lcoL 節d8c

叩
5 ．　 7 　 冨　の 　　 で

日oo广弋〇
一
同oor 満 であり、将来における他の 入 量を5  削減でき、また OII b8ctori■Pr3V己贈 on 　of ●ndE 蹴 o 肖or ない 不漫透 性の殿面の3α翳に日よけ

haight　for 利 用への 変更を困難にする 圏眈 or60ptor ノ舐 6rotion など 脅omwotL6 毋 onn8ir ● ＄ Di＄o認6D ◎81薩nto を股ける（5年以内）、または反射箪
f凵t凵rc 噂 09 構造的要素を含ん でい る〔一 が設置されて い る設備があ oooll叩 （旧 H，K ） Roduc ● ド9●t α 3以 上 の痼脚諒 toolorod／hl鰯h

−08bo60
2）．3．8m 未 満（  は Om 未満 る tOh噂r3 国 8nd ＄ m 鹸 onols を鷹楓 でない 不 漫透性表面

〔3）、40m 以上で 将来におけ に使 う、または駐 車場の 5儲以上 を地

その 他 る他の 利用への 蛮更を困難
に する構 造的要素 がな い  

下 に 造る、または駐庫場の 5  以上
に Opor 炉 d ρ脚 6m ●nt　8y3tom を使う

〔1）
ENERGY 　STAR 　Roofにしたがって．高
反射性（ASTM 　E408に従い 最初065
で 3年後 O．5以 上）で 低放射性 の 置根

を魔根の 7器 以上に使う，または量根

ProwS 嚠on σ 「 更衣 ・シャワーの施設 がない B，酬o 面。81Codo 　or　P 略 ctlcoSt   り曝 tor 現在 の 不浸透 性が 5礦 以 上 なら．豪
ohange   ）、長期 駐輪 20台毎 に設備 conbmmP 鳴 von むon α「 M8no ‘◎mo 醒 爾 時の 園水量 を25覧剛減で きる管理
佃 cilltlO ＄ が 1− 10ある〔3）．10台錘に 1 8tlonL6 鹵om8ir 。3　Di＄●aso 計画 がある（1）

〜10ある （5） （hH ．K．1 平均的な 1年聞の po 虻 山 鴨 1叩   破

tσ回 5鵬 P6nd6d 摩olid3の 30鴨と、PO叙
南 鴨 dpmont 　toω P  ｝  鵬 の 4α魅

を除去できるシステ厶がある（EPA■
SPOOI而08Uon 混合 廃棄物の 　出　100k5／ 日oo 亀hGalOlBS 匚Cod6　forGo 面 o 隔 b梱Ilt外周 躄の 15フィ

ート以 内に．すべ て の

of　oon5t 即 otlOn 延   以上（
−2＞．60kg程度（0）、 ono 「匹yint6d 繪li幽 in匹『 yofSy 撃tom 居住 域で200 軌 乳に つ 専最低 辱つ の 開

md 　d6molltlon30k8程度ω ．15k匠程度ω ， ooos 凵mpt 照明：15．18、21W ／  閉寇と照明鋼御域を設ける（1，
w 巴3to　3tr■t◎鰯y10k8 以 下   Ion 以 下 中央 一般居住域の 5096に．気流 ．2

年間空 臠電力消 費90 度 、照明の僵 々の 制御を設 けるα｝
門15猟 Wh ／nf ／ 08r

  tor   ronCO 最も近 い　 設の地面に ある ElcotnGit 一ク電 力が 120〜 ゆM。m 而umASHR 《E／匡 SNA 　gq1−1999または地
燗lth 画qo ● 5sto 建物 か ら評価 対 魚建物の 屋 y160VA ／  En6rgy 域工 ネル ギ

ー
規期で 更求されるエ ネ

d●ylゆ tof 根の 仰角が 7D
」
  L　55

°
m8KImum Porfbr  nc ● ルギー性 能を満たす設計 〔必修 ）

呵 鼬CBnt 〔3）、30’以下（5） d・m6nd

  r「●rcnoo 甚準法で 定める水準 OptlmizoASHF 叭 Eノ旺 SNA　Sbndbr6901 −1999
幽   co8sto （ω．基準 の 5鮒 以下 〔3）．2眠 E鴫 r匿y にある規 定されたエ ネル ギー要素の

輌 n ヒ6r5mof 以 下（5） P◎rFom8noo エ ネル ギーコ ス ト「F算 と比べ て 設計 工

a  ea【t ネ’レ← コ ス トを削減する（斬築20殉鬮　　　　　　　　　　〜
Sd8 而 o帆 評値対　違物 の 影の ない 主

F
8b50 喞 コ  朋 d たる水 平敵 および影 のない

門
一
r●d瞳 Uon 硬 い外構 の 日射 吸収 箪が

  b凵ilidln屡 90嘱ω 」 5舶 〉．6呶 2）．

R 。660t●d 巾 r6 評価 対象　物 の日射に対す

拘omb 田 1dln竃 るガラスの外部反射率が鞘

8ロrbc65 以 上   ）．3隔 以 上〔1）．25覧以

上（2）．20隲以上（3〕．1島 以上　　　鹽
Ad鴨r56 嗣n 己 評価対象となる事務所ビル．
cond 山   8 飢 の 窩さが厨囲の 建物の 3倍
gr■do 以上で50m 以上 （−Z）．50m 以

下
・3倍以下（ω ．50m 以 下

・2
倍 以下〔3〕、30m 以下 ・2借以

iODP とは ．特定の 化 学物質に よるオゾン層破壌 度の相対 尺度である。数が大きい ほど危険度が 高く．CFC11 が最 も影響度 が高くODP は 1である．

一 200 一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


